
和光市 報道発表資料 令和６年 ６月２６日

タ イ ト ル
繊維 to 繊維推進を目的とした古着回収ボッ

クス設置について

い つ

実施日時・工期
令和６年７月１日（月）から

ど こ で

会場・開催地等
和光市役所１階北側エントランス

だ れ が

主催者・関係者

一般社団法人 Textile Circular Network

（テキスタイルサーキュラーネットワーク）

な に を

事業内容など

一般社団法人 Textile Cercular Network（テキスタイル

サーキュラーネットワーク）と協定を締結し、和光市役所

１階北側エントランスに古着の回収ボックスを設置する。

な ぜ

目的・理由

市役所に古着の回収ボックスを設置することで市民に対

して、不要となった衣料品の排出方法の選択肢を増やすとと

もに、この事業のＰＲをすることにより、可燃ごみに混入さ

れる布類の削減を図る。

ど う し た

経緯・経過

和光市における布類の回収量は年々減少しており、多くの

布類がリサイクルされずに可燃ごみをして焼却されている

ことが想定されるため、古着の回収ボックスを市役所に設置

することで布類のリサイクル・リユースのＰＲを図る。

金 額

そ の 他

問い合わせ先

担 当 課

課 名 環境課

氏 名 福島 達也

電 話 ０４８－４２４－９１５３



＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞ 

和光市役所市民環境部環境課 資源リサイクル担当 広瀬 TEL：048-424-9153 

 
 

古着を持って市役所に行こう！  

水平リサイクルを目的とした古着の回収ボックスを設置 

2024 年 7 月 1 日スタート 

一般社団法人テキスタイルサーキュラーネットワークとの連携、協力により”繊維 to 繊維”を推進 
 
和光市（市長：柴﨑 光子）は、2024 年 7 月 1 日（月）より、市役所庁舎北側エントランスに古着の回収ボックスを
設置し、市民に古着の持ち込みを促進する。 
これは、一般社団法人テキスタイルサーキュラーネットワーク（理事長：木村 照夫）（以下、TC-Net）との連携及び協
力に関する協定の一環で、今後も、ともに市民への啓発を図りながら、古着の回収量を増やし、ごみの減量化を図っていく。 
 

連携協定について 

 
⚫ 協定の名称 

和光市と一般社団法人 Textile Circular Network（テキスタイルサーキュラーネットワーク）との連携及び協力  
 

⚫ 締結日 
2024 年 7 月 1 日（月） 

  
⚫ 目的 

「繊維 to 繊維」（繊維製品リサイクル技術の開発により、廃棄衣料品の繊維としての再利用の促進と新たな資源循環シ

ステムの構築により、廃棄衣料品ゼロの実現を目指す取組をいう）の推進を図ることを目的とする。 

  
 

古着はごみではありません 

 

上記協定の締結に合わせ、市役所庁舎北側エントランスに古着の回収ボックスを設置する。 

 

和光市の現状の古着の回収方法としては、週 1 回集積所にて回収する行政回収、自治会等の団体が主体となり、回収業者

に引き渡す集団回収が主となっているが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大以降、市民の生活スタイルの変容もあってか、

古着の回収量は伸び悩んでいる状況である。 

 

そこで、市民の回収機会を増やすべく、庁舎内に古着の持ち込み場所を設置することで、市役所に用事に来たついでに、もしくは

市役所に用事がなくても買い物等の外出のついでに、市民の出したいタイミングで古着を出せるようにする。 

出せる古着の品質や形状については、ボックスのバックパネルに掲示されており、具体的なアイテムごとの可否も掲示物に表示され

た QR コードより確認することができる。 

 

なお、ボックスにて集まった古着は TC-Net のネットワークの中で適正に処理され、主に”繊維 to 繊維”として新たな服へと水平リ

サイクルを目指し、さらには色々なプロダクトとして市民のお役に立てます。 

 

  

 

報道関係各位 

 

令和 6 年 6 月 26 日 
和光市市民環境部環境課 



＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞ 

和光市役所市民環境部環境課 資源リサイクル担当 広瀬 TEL：048-424-9153 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後もイベントの参加で市民への直接的な働きかけを 

 

また、今後の取組として、市の様々なイベントでのブース参加を検討している。 

ブース内では、古着由来のプロダクトを展示し、「市民の皆さんから集まった古着が、どのようなものに変わって戻ってくるのか？」とい

うことを見て、触って実感してもえるようにする。また、回収した古着の用途別選別シーンの映像放映、アンケート調査も行う予定

である。 

また、庁舎内の回収ボックスについても PR し、回収量の増加を図ることとする。 

 

◆ ブースイメージ 

 

 

 

 

 

 

TC-Net について 

 

繊維製品のリユース、リサイクルを促進する循環型ビジネスモデルを創造するために、リサイクル繊維製品の商品的価値、社会的

価値の向上（アップリサイクル）を図り、必要な素材化、製品化、商品化への提案に関する事業並びに新たなビジネスモデルの

構築と事業化やそれに伴う雇用を創出することで地域経済、地域社会に貢献することを目的とする 

 

団体名） 一般社団法人テキスタイルサーキュラーネットワーク 

理事長） 木村 照夫（京都工芸繊維大学名誉教授 工学博士） 

所在地） 大阪府泉大津市旭町 17 番 24 号 

URL）  https://textile-c-n.com/ 

設立）  令和 4 年 4 月 

 

 

 

設置予定箇所の北側エントランス 回収ボックス バックパネルの案内文 のぼり 



＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞ 

和光市役所市民環境部環境課 資源リサイクル担当 広瀬 TEL：048-424-9153 

和光市について 

 

市長）  柴﨑 光子 

人口）  84,968 人（令和 6 年 6 月 1 日現在） 

世帯数） 44,267 世帯（令和 6 年 6 月 1 日現在） 

市役所所在地） 和光市広沢 1 番 5 号 

 


